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長い伝統を誇る八日堂縁日。今年も 1月 7日の夕方から 8日にかけて信濃国分寺で聞かれました。

例年、厳しい冷え込みとなる両日、今年は比較的暖かく、人出も昨年よりやや上回りました。参道や

境内では、縁起物のだるまや破魔矢などの露底がぎっしりと並び、威勢のよいかけ声が飛ぴかいまし

た。人気の「蘇民将来符」も八日堂のわきで次々と売れていま七ーた。

主な内容

12月定例市議会

農林・土木など重点に補正……… 2・3ページ

農業バイオセンターが着工………………・・・ 4ページ

健康メモ、食べ過ぎ飲み過ぎに注意………5ページ

カメラレポ....一一............................6・7ページ

お知らせ………………………………… 8-----10ページ

市民と市長の日

「市民と市長の日」を 2月 2日(月)午前 9時

から正午まで、市役所3階市長室で行いま

す。

農地問題相談日

「農地問題相談」を 2月 2日(月)午前 8時30

分から午後 5時まで、市役所2階農業委員

会事務局で行います。
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b下水道本管敷設工事(緑が丘、常磐城地区など)

. 1億9640万円

じ>長野大学情報学科新設補助金……….7，000万円

[>鮒テレコム・ユー出資金(追加分)…・・・ 700万円

じ〉農業ノ〈イオセンターの追加工事...... 1，660万円

b神科地区の区画整備(追加分)・・・一.908万5千円

b須川地区の農地造成事業・..........・・・・232万2千円

じ>石井基金積立金・…・ー・・・・・・・・・・・・…...…… 100万円

bデイ・サービスセンター開館費用…177万1千円

b小規模再開発事業(大門町、横町)の調査委託料

. 430万円

b市民の森公園体育館建設工事……・ー 2，000万円

b簡易浄化槽の設置工事(市営住宅)… 600万円

[>rやすらぎの広場J (上回公園内)植栽工事

. 200万円

[>上田城がけ崩落防止地質調査委託料・・・ 120万円

教育費では、上田城のがけ崩落を防ぐための

調査費が計上されました。

一般会計補正予算の主な内容

-公共下水道事業会計

-農林水産業費

-総務費

-民生費

-教育費

-商工費

-土木費

え広報う

補 正 予 算 額

一般会計 5億3496万1千円

特別会計 4億7742万2千円

予 算 総 額

一般会計 220億1168万6千円

特別会計 108億7517万9千円

日
常
生
活
に
支
障
の
あ
る
虚
弱
老

人
の
福
祉
の
増
進
お
よ
ぴ
自
立
の
促

進
と
、
家
族
の
負
担
の
軽
減
を
図
る

た
め
、
上
田
市
デ
イ
・
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
を
高
齢
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
の

西
隣
に
設
置
す
る
も
の
で
す
。

ど重点に補正

(持別会計には産院事業も含む)

12月定例市議会が、 12月2日から18日

まで、 17日間の会期で聞かれました。今

回は、「上田市デイ・サービスセンタ一条

例制定案」、「昭和61年度一般会計補正予

算案」、「教育委員会委員の任命につい

て」など35議案が審議され、すべて可決・

承認されました。

主
な
条
例
の
改
正
・
制
定

12月市議会で決まつだ例年度予算

-
点
訳
奉
仕
活
動
等
石
井
基
金
条
例

の
一
部
改
正

市
内
大
手
二
丁
目
の
石
井
光

一
様

か
ら
多
額
の
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
、

今
回
で
基
金
の
総
額
は
三
千
五
百
万

円
と
な
り
ま
し
た
。
今
後
、
寄
付
者

の
ご
意
向
に
そ
っ
て
有
効
に
活
用
さ

せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
も
の
で

す。-
上
田
市
デ
イ
・
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ

I
条
例
の
制
定

学科新設の補助も

一第 975号
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。12月定例市議会。
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農林・土木な
久保田直人

中沢一広

長野大情報

上田市監査委員

同

地方自治法第199条第3項の規定に基づき、昭和61年度

の定期監査を下記のとおり執行 したので、その結果を同

条第 8項の規定により報告 します。

E己

くるをこよ負あ の・
要こ名れう担た国引公
望と目は意率りがき共
すのに、見を、六下事
な、公書引公十げ業
もいこ共をき共二措費
ゐょの事提下事年置の
でうよ業出げ業度に国
す当うのする費の関庫
。+介事るこの予す補
品柔主と国算る助
置量三fの庫編意負
を拡ょこな補成見担
と大ヲ。ぃ助に書率

同員 教
意に十 ，1、育
を小二 〆多齢別弘 、 己主 一
得泉月 / の 承員
て涯定 μ 一 議 ~
任二例 雌畿鑓齢 、区山

命き市 e季、…内践鹸 庄
さん議 鴻絞勾嚇同議襲撃
れが会 湾機誕盤機野 三A
ま 、で、 a 総五長選留守 ~ 
し市 、 1 fjì覇園圃瞬、民 ~え
た議教 1，.....習翻鵬v-..... ，ν 
。会育

昨の委

意

見

書

実施期間

昭和 61年 7月 31日から昭和 61年 12月 20日まで

監査の範囲

昭和60年度における財務に関する事務処理の状況、

契約および、事業の執行状況など

3 監査の対象
0秘書課、応急工事課

0総務部…総務課、企画課

o財 政 部・・・財政課、管財課、市民税謀、資産税課、

収税課

部…商工課、労政課、観光課、市民会館、

公園管理事務所

o消防部…総務課、防災課、警防諜

0豊殿支所、塩田支所、川西支所、会計課

0議会事務局、選挙管理委員会事務局、公平委員会事

務局

o教育委員会・ー庶務課、学校教育課、社会教育課、青

少年課、同和教育課、体育課、中央・

西部・城南・上野が丘・塩田・川西公

民館、文化会館、図書館、博物館、信

濃国分寺資料館、山本鼎記念館、第一・

第二学校給食センタ ー

工o商

2 

年
十
一
月
に
亡
く
な
ら
れ
ま
し
た
前

任
の
守
栄
真
さ
ん
は
、
昭
和
五
十

九
年
十
二
月
か
ら
ご
苦
労
い
た
だ
き
、

昨
年
十
月
三
十

一
日
を
も
っ
て
退
任

さ
れ
ま
し
た
。

小
泉
涯
こ
さ
ん
(
こ
い
ず
み
が
い

じ
、
五
十
六
歳
、
小
泉
五
九
九
|

六
・
小
泉
)

略
歴
・
:
上
田
繊
維
専
門
学
校
製
糸

科
卒
業
九
上
田
市
立
川
西
中
学
校

P
T
A
副
会
長
、
側
信
光
技
研
専

務
取
締
役
、
側
信
尚
専
務
取
締
役

監査の結果

各所管における財務に関する事務の執行は関係法

令、条例、規則などに準拠 して、おおむね適正に処

理されているものと認められた。

また、関係機関の出向監査については抽出により

働く婦人の家、豊殿支所、東小学校、川辺小学校、

塩田中学校および第二学校給食センターを実施した

が、その事務処理および施設の管理、運営は、おお

むね適正で、あると認められた。

なお、一部に細部の事務処理において留意すべき

事項が見受けられたが、そのつど注意または改善を

f足しfこ。

4 

あなたの考えを市政提言電話へ
ft25-2539 (留守番電話)

年 1回は健康診断の受診を
(一般健康診査)

市政に対する建設的なご意見、

ご提案をお寄せください。電話の

開設時間は、午前 9時から午後 8

時までです。

1>診査内容…医師の診察、血液・尿検査、

圧測定など

b受診場所…市内の全病(医)院

(診療時間内にお出かけください)

b受診料…無料、ただし精密診査は1，000円

b問い合わせ・・・保健予防課 (ft⑫4100内線288)

血
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上田市農業バイオセンターの完成予想図

建
設
工
事
が
始
ま
っ
た

上
田
市
農
業
バ
イ
オ
セ
ン
タ
ー

農業振興の核となる 「上田市農業バイオセンター」の起工

式が、 12月20日に行われました。完成は、今年3月の予定で

す。同センターは、バイオテクノロジー技術を導入して、花

や果樹の優良品種を開発・増殖するもので、市町村が建設す

るのは県内でも初めての施設です。

県
下
で
初
め
て

市
は
十
二
月
二
十
日
、
市
内
下
之

郷
の
東
山
国
有
林
内
に
建
設
す
る
「
上

田
市
農
業
バ
イ
オ
セ
ン
タ
ー
」
の
起

工
式
を
行
い
ま
し
た
。

同
セ
ン
タ
ー
は
、
花
・
果
樹
を
中

心
に
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
(
生
物

工
学
)
技
術
を
導
入
し
て
、
優
良
品

種
の
開
発
・
増
殖
な
ど
を
行
う
施
設

で
す
。
市
町
村
が
農
業
バ
イ
オ
セ
ン

タ
ー
を
建
設
す
る
の
は
県
内
初
で
、

全
国
で
も
あ
ま
り
例
が
あ
り
ま
せ
ん
。

完
成
は
今
年

3
月
一

場
所
は
、
自
然
運
動
公
園
の
東
隣

の
松
林
に
固
ま
れ
た
標
高
約
五
百
三

十
れ
の
一
帯
で
、
敷
地
面
積
は
約
二
・

五
ヘ
ク
タ
ー
ル
あ
り
ま
す
。
こ
こ
に

木
造
平
屋
づ
く
り
の
研
究
増
殖
施
設

一
棟
(
三
百
七
十
一
平
方
M

川
)
、
ガ
ラ

ス
温
室
三
棟
(
延
べ
四
百
五
十
九
平

方
灯
)
、
そ
れ
に
六
千
六
百
平
方
灯
の

実
験
畑
な
ど
を
設
け
ま
す
。
総
事
業

費
は
、
約
一
億
一
千
八
百
万
円
で
、

完
成
は
今
年
三
月
の
予
定
で
す
。

一
当
面
は
花
と
果
樹
で
一

起
工
式
に
は
、
市
や
農
協
、
信
大
を

は
じ
め
農
家
代
表
の
皆
さ
ん
な
ど
約

八
十
人
が
出
席
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
席
上
、
永
野
市
長
は
「
上
田
市

は
雨
量
が
少
な
く
、
日
照
時
間
の
長

い
地
域
で
あ
り
、
農
業
も
こ
の
特
徴

を
生
か
す
必
要
が
あ
る
と
思
う
。
同

セ
ン
タ
ー
で
は
、
当
面
、
花
と
果
樹

に
取
り
組
む
計
画
で
す
が
、
今
後
の

運
営
に
つ
い
て
は
信
大
や
農
協
な
ど

の
協
力
に
よ
り
、
決
め
て
い
き
た
い
。

周
辺
は
、
浅
間
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
構
想

で
の
リ
サ
ー
チ
パ

l
ク
の
一
角
に
な

る
と
こ
ろ
で
、
十
年
か
ら
二
十
年
先

に
は
大
き
な
街
に
・
:
と
夢
み
て
い
る
。

そ
の
手
始
め
と
し
て
、
農
業
バ
イ
オ

セ
ン
タ
ー
に
着
手
し
た
」
と
あ
い
さ

つ
し
ま
し
た
。

農
家
に
安
く
提
供
一

農
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
農
産

物
の
輸
入
自
由
化
な
ど
で
厳
し
く
な

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
だ
け
に
、
農

業
振
興
の
核
と
な
る
同
セ
ン
タ
ー
は

各
方
面
か
ら
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

完
成
す
れ
ば
、
信
州
大
学
繊
維
学
部

の
協
力
を
得
て
、
組
織
培
養
技
術
を

応
用
し
な
が
ら
、
主
に
ト
ル
コ
キ
キ

ョ
ウ
、
グ
ラ
ジ
オ
ラ
ス
な
ど
の
花
と

巨
峰
を
育
成
し
て
、
農
家
に
で
き
る

だ
け
安
く
提
供
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。
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お
正
月
は
、
コ
タ
ツ
に
あ
た
り
な

が
ら
、
つ
い
食
べ
過
ぎ
、
飲
み
過
ぎ

に
な
り
ま
す
ね
。
そ
ろ
そ
ろ
胃
も
休

み
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
今
回
は
食
べ
過
ぎ
、
飲

み
過
ぎ
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
。

間
食
は
控
え
め
に

お
い
し
い
も
の
を
食
べ
る
こ
と
は
、

一
つ
の
楽
し
み
で
す
ね
。
し
か
し
、

夜
遅
く
ま
で
食
べ
た
り
、
飲
ん
だ
り

す
る
こ
と
は
よ
く
あ
り
ま
せ
ん
。
お

fご

程
度
に
し
て
お
く
こ
と
が
い
い
で
し

ょ
う
。
特
に
、
夜
九
時
以
降
に
は
、

な
る
べ
く
食
べ
た
り
、
飲
ん
だ
り
し

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、

し
つ
こ
い
も
の
ば
か
り
で

な
く
、
野
菜
や
コ
ン

ニ
ャ
ク
な
ど
、

食
物
繊
維
の
多
く
入
っ
て
い
る
も
の

を
食
べ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
肥

満
防
止
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

週
に
二
日
は
。
休
肝
目
。

昔
か
ら

「百
薬
の
長
」
と
い
わ
れ

食
べ
過
ぎ

飲
み
過
ぎ
に
注
意

え一 (5)一一一昭和62年1月16日 広報う

い
し
い
味
や
雰
囲
気
に
つ
ら
れ
、
つ

い
つ
い
食
べ
過
ぎ
て
し
ま
う
と
、
肥

満
や
糖
尿
病
へ
の
き
っ
か
け
と
も
な

り
ま
す
。

食
べ
た
も
の
は
、
胃
の
中
で
消
化

さ
れ
ま
す
が
、
い
つ
も
満
腹
だ
と
一

日
中
働
い
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

胃
か
ら
は
、
食
物
を
消
化
す
る
た
め

胃
液
が
出
て
い
ま
す
が
、
こ
の
出
方

も
悪
く
な
り
、
胃
が
空
っ
ぽ
に
な
る

こ
と
が
な
い
の
で
、
胃
が
す
っ
か
り

疲
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

で
す
か
ら
、
三
食
の
他
に
は
お
茶

る
お
酒
も
、
飲
み
方
に
よ
っ
て
は
「悪

魔
の
水
」
に
変
わ
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

口
か
ら
入
っ
た
ア
ル
コ
ー
ル
は
、

口
の
中
、
の
ど
、
胃
、
腸
で
吸
収
さ

れ
肝
臓
に
運
ば
れ
ま
す
。
そ
の
中
の

一
部
は
脳
に
も
運
ば
れ
ま
す
。
お
酒

を
飲
む
と
、
気
分
が
リ
ラ
ッ
ク
ス
し

て
、
解
放
さ
れ
た
よ
う
に
な
る
の
も

そ
の
た
め
で
す
。
脳
に
運
ば
れ
た
ア

ル
コ
ー
ル
も
再
び
肝
臓
に
戻
っ
て
い

き
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
大
量
に
飲

め
ば
飲
む
ほ
ど
肝
臓
へ
の
負
担
が
大

き
く
な
っ
て
い
く
わ
け
で
す
。

るまま肝肝ル日う日 胃収緒くままル胃い み飲そし方イかまと水 i
こなす炎臓をと。は飲へもに質しわがのうま方むれてで飲、にさ割ルで
とい。、で毎い休グむの遅食やより早中飲たでともさすむビ、れ二なす
が日で肝処日う肝休機負れべビうまくがみ、すい時か。の l日て杯らか
必。す硬理統こ日肝会担、るタ。す吸空方空。う間ず日はル本い程二ら
要をか変しけとと日がもほとミ特。収つも腹 のをき本、を酒ま度本日
でつらをきてでは。多少ろ、ン「飲さぽ、ド がかで酒もジをすが、本
すく 、起れ飲す、をくな酔アをてむれ t::_'よぷ 、けチなつヨコ。、ウ酒

ー く
。り週こずんが肝ってくいル含良と、矢ぁけ とてビらとツツ勧安イな
肝二し、で、臓くもな気コむ質問す っ て、チ、もキプめ全スら

り
臓日てしいアをり、り分 l もの時ぐアまけ もゆビお悪ででらなキ二
をはしいるル休ま週まにルの t::.，=酔ル コ ょっ飲かいグ飲れ飲 l合

ヲ ー」せ一
休かまてとコめし L すなのをん食いコ/杯 いくむん飲イむるみな
め飲いは、 iるよ二。り吸一ぱべが I I~ と 飲り。をみグとま方らビ
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絶 な火れ鍋 が物レいよ火
対天つしたをこ、油ンまる災ー
にぷてた②火れー)ジす火の般
そらい|消にら昨へな。災中家
の鍋ま|しかを年引ど上がで庭
場をすな忘けみは火か田、、や
を火。どれたる四しら市非天飲
離に がてまと件て天内常ぷ食
れか 火油ま |あ発ぷでにら!吉
なけ 災がそ | り生らも多油で
いた の過の①まし油 J くの発
こ時 原熱場天した(亡な発生
とは 因しをぷた火動二つ火す
が、 と着離ら。災植ぺてにる

意外に多しい天ぷら鍋、

一般家庭の火災

大
切
で
す
。
ど
う
し
て
も
離
れ
る
必

要
が
あ
る
時
は
、
ど
ん
な
に
短
時
間

で
も
火
を
消
し
て
か
ら
離
れ
る
習
慣

を
身
に
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

万
が

一
、
料
理
中
に
天
ぷ
ら
鍋
の

中
に
火
が
入
っ
て
油
が
燃
え
だ
し
た

時
は
、
次
の
方
法
で
消
火
し
て
く
だ

さ
い
。①
天
ぷ
ら
鍋
を
包
み
込
め
る
大
き

き
以
上
の
パ
ス
タ
オ
ル
、
シ
ー
ツ
な

ど
を
水
で
ぬ
ら
し
、
軽
く
し
ぼ
っ
て

か
ら
あ
わ
て
な
い
で
、
手
前
の
方
か

ら
鍋
を
覆
う
。
こ
の
方
法
は
、
冷
却

作
用
も
あ
る
の
で
、
消
火
で
き
ま
す

が
、
あ
わ
て
る
と
鍋
を
ひ
っ
く
り
返

し
た
り
、
鍋
を
全
面
的
に
覆
う
こ
と

が
で
き
な
い
場
合
も
あ
る
の
で
、
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

②
粉
末
消
火
器
を
用
い
る
方
法
が

適
当
で
す
が
、
消
火
剤
の
放
射
を
途

中
で
や
め
る
と
再
着
火
す
る
の
で
、

消
火
器
に
詰
め
ら
れ
て
い
る
全
量
の

消
火
剤
を
油
の
中
に
入
れ
、
油
温
を

冷
却
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

③
そ
の
他
、
野
菜
を
投
げ
込
ん
だ

り
、
フ
タ
を
す
る
方
法
が
あ
り
ま
す

が
、
火
傷
を
負
っ
た
り
、
鍋
を
ひ
っ

く
り
返
す
可
能
性
も
あ
る
た
め
、
適

当
で
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
天
ぷ
ら

鍋
の
火
災
の
際
に
、
直
接
水
を
か
け

る
と
非
常
に
危
険
で
あ
る
こ
と
も
知

っ
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。



一一(6)ー一ー第 975号

c:::r噌げ

上田地域テレトピア楠:想、の実現を目指す第三セ

クタ 一方式による情報センター「株式会社テレコ

ム・ユー」の創立総会が、 12月26日に上田市農協

会館で聞かれました。この総会には上田市・丸子

町・東部町・坂城町の首長など21人の発起人をは

じめ関係者約100人が出席。まず、定款を承認した

後、社長に永野上田市長を選出しました。今後は

21世紀を展望した地域の高度情報化に向けての基

盤づくりに取り組みます。

だこ揚げに夢中... 

城南公民館では12月20日、「親子和凧づく

り教室」があり、参加した約20組の親ー子は

竹と和紙を使いながら熱心に取り組みまし

た。翌日は、南小学校のグランドに約15人

の子供たちが集まり、自分で作った和凧を

揚げました(二写真)。

グ
テ
レ
ク
ラ
d

に
ご
注
意
ノ
.

新
た
な
青
少
年
問
題
の
防
比
に
向
け
て

-
テ
レ
ク
ラ
(
テ
レ
ホ
ン
ク
ラ
ブ
)

と
は
・
.. 

男
性
が
入
会
金
を
支
払
っ
て
、
そ

の
会
員
に
な
り
、
電
話
つ
き
の
個
室

で
待
機
し
て
い
る
と
、
女
性
が
そ
こ

に
電
話
を
か
け
、

会
員
と
会
話
を
楽

し
む
と
い
う
も
の
で
す
。

昨
年
十
二
月
、
少
年
補
導
委
員
会

の
総
会
が
開
催
さ
れ
、
最
近
県
下
に

進
出
し
て
い
る
テ
レ
ク
ラ
問
題
に
つ

い
て
、
次
の
と
お
り
話
し
合
い
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

-
現
状
と
問
題
点

マ
県
下
で
は
、
昭
和
六
十

一
年
十

一

月
末
現
在
、
長
野
市
、
松
本
市
、

諏
訪
市
に
各

一
底
、
伊
那
市
に
二

百
の
計
五
庖
が
営
業
し
て
い
る
。

マ
会
員
や
女
性
利
用
者
を
勧
誘
す
る

た
め
、
電
話
ボ
ッ
ク
ス
や
自
転
車

の
買
い
物
か
ご
に
ビ
ラ
を
置
い
た

り
、
登
下
校
中
の
女
子
中
・
高
校

生
に
ビ
ラ
を
配
布
す
る
な
ど
、
活

発
な
宣
伝
活
動
が
行
わ
れ
て
い
る
。

マ

「
お
も
し
ろ
そ
う
だ
か
ら
」
な
ど

と
興
味
本
位
で
電
話
を
し
た
女
子

中
・
高
校
生
が
、
知
り
合
っ
た
男

性
と
家
出
を
し
た
り
、
親
に
し
か

ら
れ
る
こ
と
を
お
そ
れ
、
家
を
飛

び
出
し
た
り
と
い
う
問
題
行
動
が

発
生
し
て
お
り
、
さ
ら
に
深
刻
な

問
題
に
発
展
す
る
可
能
性
が
あ
る
0

・
対
応
策

マ
補
導
委
員
を
は
じ
め
、
地
域
ぐ
る

み
で
環
境
に
対
す
る
監
視
を
強
化

す
る
。

マ
興
味
本
位
の
行
動
が
も
っ
危
険
性

を
女
子
中
・
高
校
生
に
自
覚
さ
せ

る
よ
う
家
庭
や
学
校
に
呼
び
か
け

る。

-

こ
の
問
題
は
、
先
に
少
年
補
導
委

員
が
新
宿
補
導
所
を
視
察
し
た
際
、

「大
変
深
刻
な
事
態
に
な
っ
て
お
り
、

そ
の
対
応
に
苦
慮
し
て
い
る
」
と
い

う
話
を
聞
き
、
県
内
へ
の
進
出
が
非

常
に
懸
念
さ
れ
た
こ
と
で
す
。
し
か

し
、
県
内
で
閉
店
を
計
画
し
て
い
た

業
者
が
父
母
の
反
対
に
よ
り
開
業
を

見
合
わ
せ
た
と
い
う
例
も
あ
り
、
総

会
で
は
、
ま
ず
市
民
一
人
ひ
と
り
が

こ
の
問
題
に
関
心
を
も
ち
、
地
域
全

体
で
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
と
い
う

方
向
で
、
今
後
の
活
動
を
進
め
て
い

く
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。



第 975号ーTごえ一(7)一一一昭和62年1月16日 広報う

くみん怠で考えよう/脱スパイク⑥〉

さわやかに

元旦駅伝

タイヤチェーンの

装着練習を
積雪量の多い道路では、普通タイヤはもちろん、

スノータイヤ・スタッドレスタイヤ、場合によっ

てはスパイクタイヤもチェーンを着けなければ危

険です。

最近では、非金属製チェーンや改良型の金属チ

ェーンなど、取り付けのしやすいタイヤチェーンが

開発されています。また従来の金属チェーンでも

比較的簡単な取り付け方法がいくつかあります。

タイヤチェーンの使用は、脱スパイク運動の第

一歩です。あなたも一度タイヤチェーンの装着練

習をしてみませんか。

豊殿地区を一周する「元旦駅伝大会」が、

1月 1日に行われました。この大会は豊殿早

起き野球連盟が主催し、今年で7回目。参加

した 9チームは、旧豊殿支所前をスタート(=

写真)して、約15kmの 9区間で健脚を競いま

した。その結果、町吉田チームが7連勝を飾

りましアこ。

① 

た
ん

①
車
を
平
坦
な
場
所
に
駐
車
し
、
チ

ェ
ー
ン
の
中
央
部
が
タ
イ
ヤ
の
項
点

に
く
る
よ
う
に
、
広
げ
た
ま
ま
タ
イ

ヤ
に
の
せ
ま
す
。
こ
の
時
、
チ
ェ
ー

ン
の
裏
が
表
面
に
く
る
よ
う
に
(
右

図
矢
印
の
状
態
)
注
意
し
ま
し
ょ
、
九

④ 

④
内
側
に
ず
ら
し
た
チ
ェ
ー
ン
を
元

の
位
置
ま
で
引
き
戻
し
、
外
側
(
手

前
側
)
の
フ
ッ
ク
を
か
け
ま
す
。

②
長
さ

ω
i
m
m
の
針
金
の
先
を
曲

げ
た
も
の
を
用
意
し
、
内
側
の
チ
ェ

ー
ン
の
先
に
針
金
の
曲
が
っ
た
部
分

を
引
っ
か
け
ま
す
。

⑤
チ
ェ
ー
ン
が
タ
イ
ヤ
に
平
均
的
に

か
ぶ
さ
っ
て
い
る
か
、
た
る
み
が
な

い
か
を
調
べ
、
チ
ェ
ー
ン
バ
ン
ド
を

か
け
ま
す
。
装
着
後
、

m
mほ
ど
車

を
走
ら
せ
、
チ
ェ
ー
ン
バ
ン
ド
の
た

る
み
な
ど
を
点
検
し
ま
し
ょ
う
。

③
チ
ェ
ー
ン
の
半
分
を
内
側
に
落
と

す
よ
う
な
感
じ
で
、
針
金
を
引
っ
張

り
な
が
ら
、
ひ
っ
か
か
っ
て
い
る
部

分
(
チ
ェ
ー
ン
の
先
)
を
手
前
に
引
き

出
し
て
内
側
の
フ
ッ
ク
を
か
け
ま
す
。



だ 昭和62年1月16日一一(8)ー

ー
老
人
医
療

1

一
部
負
担
が

一
月
か
ら
改
定

え広報う

社
会
課
医
療
給
付
係

宮
⑫
4
1
0
0
内
線
3
7
6

こ
の
一
月
か
ら
、
老
人
保
健
法
が

改
正
さ
れ
、
老
人
医
療
の
一
部
負
担

(
本
人
が
医
療
機
関
の
窓
口
で
支
払

う
金
額
)
が
次
の
よ
う
に
改
正
さ
れ

ま
し
た
。

¥
外
来
・
:
一
か
月
に
つ
き
八
百
円

/
入
院
・
:
一
日
に
つ
き
四
百
円

た
だ
し
、
入
院
の
場
合
、
低
所
得

者
(
老
齢
福
祉
年
金
の
受
給
者
で
、

か
つ
生
計
維
持
者
が
市
県
民
税
非
課

税
の
人
)
は
、
一
日
三
百
円
(
二
か

月
限
度
)
に
減
額
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、

特
定
疾
病
(
人
工
透
折
、
血
友
病
)

一第 975号

、
行

、
イ
う

巳

で

は

一フ
ろ

却

館

に

ク

巳

月
童
内
円
出
内
定
一

ロ
児
館
刻
館
し
一

と

E
λ
湾

、
で一

う

ケ

催

U
は
的
…

よ
自
主

ωで
象
一

げ

朝

ガ

mH
印
一

広

が

ど

約

儀

り

一

を

γ
な
ど
の
も
一

輔
副
勧
館
な
火
と
一

の
閣
同
れ
送

、ガ一

結
ぷ
(
連
込
け
一

団
引
疋
子
の
だ
一

と
汁
し
親
ス
灯
一

情
だ
ま
の
ク
の
一

友

円

れ

区

ツ

く

一

三
わ
地
マ
そ
…

で
入
院
治
療
を
受
け
て
い
る
方
は
、

一
か
月
一
万
円
が
限
度
と
な
り
ま
す
。

該
当
さ
れ
る
方
に
は
、
減
額
認
定

証
ま
た
は
受
療
証
を
交
付
し
ま
す
の

で
、
次
に
よ
り
申
請
書
を
社
会
課
へ

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

-
申
請
用
紙
社
会
課
に
あ
り
ま
す
0

・
持
ち
物
印
鑑
、
老
人
保
健
医
療

受
給
者
証
、
老
齢
福
祉
年
金
証
書
(
低

所
得
者
の
み
)
、
医
師
の
意
見
書
(
特

定
疾
病
の
み
)

-
申
請
期
間
随
時

車
体
を
腐
食
さ
せ
る

融
雪
剤
に
注
意
ノ

交
通
対
策
課

宮
⑫
4
1
0
0
内
線
3
6
9

こ
れ
か
ら
の
季
節
は
、
積
雪
や

凍
結
に
よ
り
道
路
状
況
が
悪
く
な
り

ス
リ
ッ
プ
事
故
が
多
発
し
ま
す
。
急

ブ
レ
ー
キ
、
急
ハ
ン
ド
ル
は
事
故
に

つ
な
が
り
ま
す
。
ス
ピ
ー
ド
は
控
め

に
し
、
運
転
は
慎
重
に
し
て
く
だ
さ

ス
リ
ッ
プ
事
故
防
止
と
、
脱
ス
パ

イ
ク
運
動
を
進
め
る
中
の
一
環
と
し

て
、
積
雪
路
、
凍
結
路
に
融
雪
剤
が

散
布
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
融
雪
剤
は
、
自
動
車
の
車
体
を
腐

食
さ
せ
る
た
め
、
自
動
車
の
故
障
と

も
な
り
、
交
通
事
故
を
誘
発
し
ま
す
。

融
雪
剤
散
布
道
路
を
走
行
後
は
、
必

ず
洗
車
を
励
行
し
て
く
だ
さ
い
。

通
算
老
齢
年
金

今
年
か
ら
支
払
い
が

変
わ
り
ま
す

国
保
年
金
課
国
民
年
金
係

宮
(
⑫

4
1
0
0
内
線
2
8
4

国
民
年
金
や
厚
生
年
金
な
ど
の
通

算
老
齢
年
金
は
、
こ
れ
ま
で
毎
年
六

月
、
十
二
月
の
二
回
に
分
け
て
支
払

わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
今
年
か
ら
は

一
一
月
、
五
月
、
八
月
、
十
一
月
の
四

回
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
三
か
月
分
ず

つ
支
払
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
初
回
の
昭
和
六
十
二
年

一
一
月
は
、
六
十
一
年
十
一
月
分
ま
で

支
払
い
が
済
ん
で
い
る
た
め
、
十
二

月
と
一
月
の
二
か
月
分
を
お
支
払
い

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

く
ら
し
の
教
室
に

ご
参
加
を

生
活
環
境
課
生
活
係

宮
⑫
4
1
0
0
内
線
3
0
1

有
線
②
0
6
7
1

最
近
は
、
主
婦
や
老
人
を
ね
ら
っ

在現門口円
月

た
悪
質
商
法
の
被
害
が
多
く
な
っ
て

い
ま
す
。
そ
こ
で
、
市
で
は
悪
質
商

法
の
問
題
点
を
学
習
し
て
も
ら
う
た

め
、
次
に
よ
り
「
第
二
回
・
上
田
市

く
ら
し
の
教
室
」
を
実
施
し
ま
す
。

受
講
料
は
無
料
で
す
。

マ
と
き
一
月
二
十
八
日
附
午
前

十
時
か
ら
正
午

マ
と
ニ
ろ
上
田
市
役
所
南
庁
舎
五

階マ

内

容

講

演

l
悪
質
商
法
を
考

え
る
(
巧
妙
な
手
口
を
見
破
る
た
め

に

)

講

師

l
弁
護
士
・
滝
沢
修

一

さ
ん

ゆずります 〈希望価格〉 ゆずってください

スキー靴(男・26.5cm) 3，000円 すべり台
ノ〈イオリン 10，000円 加湿器

学習机(木製) 無料 スチームアイロン

スピードスケート(男・24.5cm} 4， 000円 婦人用自転車

学習机(スチール製) 無料 ノ〈イク50c.c.

都市ガス用ガスレンジ 無料 掃除機

都市ガス用ストーブ 2，000円 石油ストーブ

都市ガス用yゲスオーブン 5，000円 絵本

プロパンふろ一式 無料 水槽

都市ガス用湯沸器 5，000円 スキーウエア(140cm)

ダブルベット 15，000円 スキー一式(小学生)

子供用自転車イス 1，000円 スピードスケート(小学生)

オルゴールメ リー 無料 じゅうたん(6畳)

。じゅうぶんに活用できる不用品は、 豆炭コタツ

どんなものでも登録しましょう。 ベビーベット

不用品登録情報(主なもの)

bゆずりたい品物、ゆずってほしい品物がありましたら、

生活環境課(宮⑫4100内線301)へお気軽にご連絡を。

b紹介後のトラブルなどについては、責任を負いかねます

のでご了承ください。



第 975号一

児
童
手
当
(
特
例
給
付
)

が
変
わ
り
ま
す

福
祉
課
家
庭
児
童
相
談
係

告
⑧
4
1
0
0
内
線

3
7
2

児
童
手
当
(
特
例
給
付
)
の
制
度

が
昭
和
六
十
一
年
六
月
に
改
正
さ
れ
、

支
給
対
象
が
段
階
的
に
か
わ
り
、
昭

和
六
十
三
年
四
月
か
ら
本
実
施
さ
れ

ま
す
。
新
制
度
は
、
従
来
の
第
三
子

以
降
の
児
童
ド
カ
え
、
第
二
子
も
支

給
対
象
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
次
の

と
お
り
年
齢
制
限
が
あ
り
ま
す
。

①
昭
和
六
十
一
年
六
月
一
日
か
ら
六

十
二
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

第
二
子
分
は
昭
和
五
十
九
年
六
月

一
一
日
以
降
に
生
ま
れ
た
児
童
が
対
象
。

第
三
子
以
降
分
は
義
務
教
育
終
了
前

の
児
童
が
対
象
。

②
昭
和
六
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
六

十
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

第
二
子
分
は
昭
和
五
十
八
年
四
月

一
一
日
以
降
に
生
ま
れ
た
児
童
が
対
象
。

第
三
子
以
降
分
は
昭
和
五
十
三
年
四

月
二
日
以
降
に
生
ま
れ
た
児
童
が
対

象。③
昭
和
六
十
三
年
四
月
一
日
か
ら
は
、

第
二
子
、
第
三
子
以
降
と
も
に
就
学

前
の
児
童
が
対
象
。

fごえ一 (9)一一一昭和62年1月16日 広報う

-
六
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
六
十
三

年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
実
施
内

容
に
つ
い
て

V
受
給
資
格
者
・
:
養
育
し
て
い
る
二

人
め
の
児
童
が
昭
和
五
十
八
年
四
月

一
一
日
以
降
の
生
ま
れ
で
あ
る
人
。
ま

た
は
、
養
育
し
て
い
る
三
人
め
以
降

の
児
童
が
昭
和
五
十
三
年
四
月
二
日

以
降
の
生
ま
れ
で
あ
る
人
。

V
手
当
の
額
:
・
下
図
を
参
考
に
し
て

く
だ
さ
い
。
二
人
め
の
児
童
に
つ
い

て
は
、
月
額
二
千
五
百
円
。
三
人
め

の
児
童
に
つ
い
て
は
、
児
童
一
人
に

つ
き
月
額
五
千
円
。

V
申
請
の
方
法
:
・
新
し
く
二
人
め
の

児
童
手
当
に
該
当
す
る
人
に
は
、
六

十
二
年
一
月
中
に
、
認
定
請
求
書
を

お
送
り
し
ま
す
の
で
、
必
要
事
項
を

ご
記
入
の
う
え
、
福
祉
課
ま
た
は
各

支
所
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

書
類
が
届
か
な
い
人
で
児
童
手
当
に

該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
人
は
お
尋
ね

く
だ
さ
い
。
な
お
、
新
し
く
二
人
め

の
児
童
が
出
生
し
た
人
は
、
出
生
届

の
際
福
祉
課
に
申
請
し
て
く
だ
さ

V
支
払
期
・
:
所
得
が
一
定
額
を
越
え

て
い
な
い
な
ど
受
給
要
件
を
満
た
し

て
い
る
場
合
は
、
四
、
五
月
の
二
か

月
分
を
昭
和
六
十
二
年
六
月
に
支
払

い
ま
す
。
そ
の
後
、
二
、
六
、
十
月

の
三
回
に
分
け
て
、
そ
れ
ぞ
れ
前
月

分
ま
で
の
四
か
月
分
を
ま
と
め
て
支

払
い
ま
す
。0→ O円

@→2，500円

.→5，000円

児童4人世帯の場合

0'0O ・・
@・.I11..'7: 1 

児童3人世帯の場合

oi  O o o 

0 ・0・14 
@・目-

児童2人世帯の場合
18歳…

o@ ，・ @・

53年4月2日
以降生まれ

58年4月2日
以降生まれ

円

l
i4
v
 

n
U
 

↓ 
5，000 
円

↓↓  
12，500 10，000 
円円

↓ 
0円

↓ 
5，000 
円

↓ 
7，500 
円

↓ 
0円

↓ 
2，500 
円

↓ 
2，000 
円

歳nU
 

2月の乱幼児健康診査
o受付時間は、いずれも午後1時から 2時。
o母子健康子帳とパスタオル (4・10か月児)をお持ちくだ
さい。また、 1歳6か月児と 3歳児は赤ちゃん手帳の中
にある健康診査票を記入してお持ちください。

メヱ~、 土品 健診 実施日 対 象 児

4か月児
2月3日 61年9月16日一9月3D日生
2月17日 61年10月1日-10月15日生

10か月児
2月5日 61年3月168.-3月31日生

上田市役所保南健庁セ舎ンタ一 2月24日 61年4月1日一4月15日生
(市 2階) 2月4日 60年7月16日-7月31日生

1歳6か月児
2月25日 6Q年8月1日-8月15日生

3歳児
2月6日 59年1月1日一1月15日生

2月20日 59年1月16日一1月31日生

塩田母子健康センター 140かか月月児児 2月10日
61年9月16日一10月15日生

(塩田地区)
61年3月16日-4月15日生

3歳児 2月13日 58年12 月 1 日 ~59年 1 月 31 日生生1

川西社会福祉センター
4 か月~ 61年9月16日一10月15日

(jll西地区) 10か月児 2月18日 61年3月16日-4月15日生

1歳6か月児 60年7月16日一 8月15日生|

※駐車場が手狭のため、なるべく車での来庁はご遠慮、ください。
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資
格
・
:
健
康
で
和
裁
の
勉
強
を
し

た
い
人
(
家
庭
婦
人
を
歓
迎
し
ま

す
)

受
講
期
間
:
・
昭
和
六
十
二
年
四
月
か

ら
二
年
間
。
水
・
金
曜
日
の
週
二

回
、
午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時
。

定
員
・
:
二
十
名

申
込
先
・
:
三
月
三
十
一
日

ωま
で
に

上
小
高
等
職
業
訓
練
校
へ

-
弥
鍛
態
様
M

…議脱線……総務総持制税制制緩…幾繁一路………一綿一議

犬
の
飼
い
主
の
皆
さ
ん
へ
機

マ
ナ
ー
を
守
っ
て
鰍

飼
い
ま
し
ょ
う
総

生
活
環
境
課

合
(
⑫

4
1
0
0
内
線

3
0
2

有
線
②
0
6
7
1

最
近
、
犬
の
鳴
き
声
や
フ
ン
に
つ

い
て
の
苦
情
が
目
立
ち
ま
す
。
飼
い

主
は
、
次
の
こ
と
を
守
っ
て
く
だ
さ

マ
犬
は
、
ス
ト
レ
ス
が
た
ま
る
と

え広報う一ー第 975号

よ
く
ほ
え
ま
す
。
犬
の
習
性
を
理
解

し
て
毎
日
運
動
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

マ
犬
の
フ
ン
な
ど
で
、
公
共
の
場

所
、
他
人
の
土
地
を
汚
し
て
住
民
に

迷
惑
を
か
け
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、

散
歩
の
時
に
は
汚
物
を
処
理
す
る
道

具
を
携
行
し
ま
し
ょ
う
。

隣
近
所
の
中
に
は
、
犬
の
鳴
き
声

な
ど
で
迷
惑
し
て
い
る
人
が
い
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
飼
い
主
は
、
他
人

の
気
持
ち
を
思
い
や
り
、
マ
ナ
ー
を

守
っ
て
飼
い
ま
し
ょ
う
。

弘
警
護
抑
制
総
抑
制
抑
制
緩
綴
…
…
制
緩
…
…
…
…
抑
制
緩
抑
制
緩
綴
…

市
へ
の
物
品
納
入

「
見
積
参
加
願
」
の
提
出
機

管
財
課
宮
⑫
4
1
0
0

内
線

2
5
5
・
2
5
6

昭
和
六
十
二
年
度
、
市
へ
物
品
の

納
入
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

「見
積
参

加
額
」
が
必
要
で
す
の
で
、
次
に
よ

り
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
期
限
:
・
二
月
二
日
側
か
ら
同
二

十
八
日
出
。
期
日
ま
で
に
提
出
さ
れ

ま
す
と
、
市
の
規
則
に
よ
り
資
格
審

査
を
し
、
見
積
参
加
業
者
名
簿
に
掲

載
し
ま
す
。

提
出
先
・
問
い
合
わ
せ
・
:
管
財
課
(
市

役
所
本
庁
舎
三
階
)

必
要
書
類
・
・
・
①
見
積
参
加
額

業
概
要
調
書
③
事
業
経
歴
書
④

納
税
証
明
書
(
事
業
税
、
市
町
村
民

税
、
固
定
資
産
税
、
都
市
計
画
税
、

軽
自
動
車
税
、
国
民
健
康
保
険
税
)

の
各
一
通

そ
の
他
・
:
指
定
用
紙
は
一
月
か
ら
管

財
課
で
お
渡
し
し
ま
す
。

長
野
西
高
通
信
制

生
徒
を
募
集
し
ま
す
縦

長
野
西
高
等
学
校

8
0
2
6
2
⑩
2
2
6
1
 

「
高
卒
の
資
格
を
取
り
た
い
、
教

養
を
身
に
つ
け
た
い
、
家
庭
で
子
供

と
い
っ
し
ょ
に
勉
強
し
た
い
」
と
、

本
校
で
は
十
代
か
ら
七
十
代
ま
で
、

多
く
の
人
た
ち
が
熱
心
に
学
ん
で
い

ま
す
。お
子
様
を
お
持
ち
の
方
、
身
体
に

障
害
を
持
つ
方
の
た
め
に
、
託
児
室

や
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
も
あ
り
ま
す
。

マ
入
学
資
格
中
学
校
卒
、
こ
れ
に

相
当
す
る
と
認
め
ら
れ
る
人

マ
願
書
受
付
二
月
十
日

ωか
ら
四

月
九
日
嗣
ま
で

マ
申
込
方
法
願
書
な
ど
を
ご
希
望

の
方
は
、
六
十
円
切
手
同
封
の
上
、

「=
1
3
8
0
長
野
市
箱
清
水
一
四
五

五
|
二
長
野
西
高
等
学
校
」
に
お

② 
営

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

マ
そ
の
他
人
学
試
験
は
行
い
ま
せ

ん。生
協
学
校
に

ご
参
加
を

長
野
生
活
協
同
組
合
東
信
支
所

宮
(
⑮

4
1
5
1

長
野
生
協
で
は
、
次
の
と
お
り
生

協
学
校
(
上
田
会
場
)
を
開
催
し
ま

す
。
受
講
料
無
料
。

と
き
・
:
一
月
二
十
八
日
附
・
午
前

十
時
か
ら
正
午

と
二
ろ
:
・
市
民
会
館
(
二
階
小
ホ

l

ル
)

テ
l
マ
:
・
「
生
協
運
動
に
科
学
と
ロ

マ
ン
を
」

講
師
:
・
藤
原
邦
達
さ
ん
(
大
阪
大

学
講
師
)

そ
の
他
・
:
保
育
施
設
を
用
意
し
ま
す
。

訂
正
お
わ
び

「
広
報
う
え
だ
こ
月
一
日
発
行
・

第
九
七
四
号
の
九
ペ
ー
ジ
、
「
三
種
混

合
予
防
接
種
日
程
表
」
中
、
一
回
目

の
実
施
日
が
一
月
二
十
一
日

ωと
あ

る
の
は
、
一
月
二
十
一
日
闘
の
誤
り

で
し
た
。
訂
正
し
て
お
わ
び
し
ま
す
。

ご
寄
位
お
私

マ
山
田
み
よ
子
様
(
新
田
)
車
い

す
一
台
ほ
か
四
点
身
障
者
へ
の
貸

し
出
し
用
と
し
て

マ
荻
原
あ
み
も
の
教
室
生
徒
一
同
様

三
万
円
社
会
福
祉
基
金
積
立
金
に

マ
井
上
信
幸
様
(
福
田
)
車
い
す

一
台
貸
し
出
し
用
と
し
て

マ
上
田
市
軟
式
野
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
様
ホ
ー
ム
ラ
ン
ネ
ッ
ト
、
ベ
ー

ス
パ
ン
一
式
少
年
野
球
用
と
し
て

マ
宮
下
あ
や
様
(
新
屋
)
五
十
万
円

社
会
福
祉
基
金
の
積
立
金
と
し
て

マ
上
回
日
本
無
線
労
働
組
合
青
年
婦

人
部
様
四
万
二
千
八
百
六
十
一
円

社
会
福
祉
基
金
の
積
立
金
と
し
て

マ

匿

名

足

袋

三

十

足

老

人

福

祉
施
設
へ

市
職
員人
事
異
動

(
一
月
一
日
付
)

-
課
長
級

マ
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
付
(
選

挙
管
理
委
員
会
事
務
局
長
)
中
村
万

亀
男
マ
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

長
(
観
光
課
長
)
室
沢
恒
雄
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